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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが視認できる有機発光表示装置であって、
　ユーザに対して両側面エッジに配置され、一色の可視光線を具現する第１エッジ副画素
ライン、及び一色の可視光線を具現する第２エッジ副画素ラインを備えるエッジ副画素ラ
イン部と、
　前記第１エッジ副画素ラインと前記第２エッジ副画素ラインとの間に配置され、複数の
中央副画素ラインを備える中央副画素ライン部と、を備え、
　前記各中央副画素ラインは、緑色副画素を備えた第１中央副画素ラインと、青色副画素
を備えた第２中央副画素ラインと、赤色副画素を備えた第３中央副画素ラインとを有し、
　これら第１～第３中央副画素ラインにより一色の可視光線を具現するとともに、前記青
色副画素、赤色副画素、緑色副画素の順にその幅が狭くなるように設定され、
　前記第１エッジ副画素ラインの幅は、前記第１エッジ副画素ラインと同じ色の可視光線
を具現する前記中央副画素ラインの幅より狭く形成されたものとユーザに視認され、前記
第２エッジ副画素ラインの幅は、前記第２エッジ副画素ラインと同じ色の可視光線を具現
する前記中央副画素ラインの幅より狭く形成されたものとユーザに視認され、
　前記エッジ副画素ライン部及び前記中央副画素ライン部は、基板上に配置されかつ密封
部材により密封され、
　前記基板と前記密封部材とはシーリング材により接合され、該シーリング材は、可視光
線の透過を防止する光遮断物質を含有しかつ前記第１エッジ副画素ラインと前記第２エッ
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ジ副画素ラインとの側面のうち、前記中央副画素ライン部から遠くなる方向の側面エッジ
を覆うように形成された有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記シーリング材は、前記エッジ副画素ライン部の長手方向にラインパターンで形成さ
れた請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　ユーザが視認できる有機発光表示装置であって、
　ユーザに対して両側面エッジに配置され、一色の可視光線を具現する第１エッジ副画素
ライン、及び一色の可視光線を具現する第２エッジ副画素ラインを備えるエッジ副画素ラ
イン部と、
　前記第１エッジ副画素ラインと前記第２エッジ副画素ラインとの間に配置され、複数の
中央副画素ラインを備える中央副画素ライン部と、を備え、
　前記各中央副画素ラインは、緑色副画素を備えた第１中央副画素ラインと、青色副画素
を備えた第２中央副画素ラインと、赤色副画素を備えた第３中央副画素ラインとを有し、
　これら第１～第３中央副画素ラインにより一色の可視光線を具現するとともに、前記青
色副画素、赤色副画素、緑色副画素の順にその幅が狭くなるように設定され、
　前記第１エッジ副画素ラインの幅は、前記第１エッジ副画素ラインと同じ色の可視光線
を具現する前記中央副画素ラインの幅より狭く形成されたものとユーザに視認され、前記
第２エッジ副画素ラインの幅は、前記第２エッジ副画素ラインと同じ色の可視光線を具現
する前記中央副画素ラインの幅より狭く形成されたものとユーザに視認され、
　前記エッジ副画素ライン部及び前記中央副画素ライン部は、基板上に配置されかつ密封
部材により密封され、
　前記密封部材上には第１偏光部材及び第２偏光部材を備える偏光部材が形成され、
　前記第１偏光部材は、前記エッジ副画素ライン部の所定の領域と短辺方向に沿って重な
るように形成され、前記第２偏光部材は、前記偏光部材の前記第１偏光部材が形成されて
いない領域に形成され、前記第１偏光部材の光透過率は、前記第２偏光部材の光透過率よ
り低い有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１偏光部材は、可視光線の透過を防止する光遮断物質を含有する請求項３に記載
の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１偏光部材は、前記エッジ副画素ライン部の長手方向にラインパターンで形成さ
れた請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１偏光部材は、前記第１エッジ副画素ラインと、前記第２エッジ副画素ラインと
の側面のうち、前記中央副画素ライン部から遠くなる方向の側面エッジと重なるように形
成された請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　ユーザが視認できる有機発光表示装置であって、
　ユーザに対して両側面エッジに配置され、一色の可視光線を具現する第１エッジ副画素
ライン、及び一色の可視光線を具現する第２エッジ副画素ラインを備えるエッジ副画素ラ
イン部と、
　前記第１エッジ副画素ラインと前記第２エッジ副画素ラインとの間に配置され、複数の
中央副画素ラインを備える中央副画素ライン部と、を備え、
　前記各中央副画素ラインは、緑色副画素を備えた第１中央副画素ラインと、青色副画素
を備えた第２中央副画素ラインと、赤色副画素を備えた第３中央副画素ラインとを有し、
　これら第１～第３中央副画素ラインにより一色の可視光線を具現するとともに、前記青
色副画素、赤色副画素、緑色副画素の順にその幅が狭くなるように設定され、
　前記第１エッジ副画素ラインの幅は、前記第１エッジ副画素ラインと同じ色の可視光線
を具現する前記中央副画素ラインの幅より狭く形成されたものとユーザに視認され、前記
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第２エッジ副画素ラインの幅は、前記第２エッジ副画素ラインと同じ色の可視光線を具現
する前記中央副画素ラインの幅より狭く形成されたものとユーザに視認され、
　前記エッジ副画素ライン部及び前記中央副画素ライン部は、基板上に配置されかつ密封
部材により密封され、
　これら基板及び密封部材はベゼルにより補強され、該ベゼルは、前記エッジ副画素ライ
ン部の所定の領域と短辺方向に沿って重なるように形成された突出部を備える有機発光表
示装置。
【請求項８】
　前記突出部は、前記エッジ副画素ライン部の長手方向にラインパターンで形成された請
求項７に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記突出部は、前記第１エッジ副画素ラインと、前記第２エッジ副画素ラインとの側面
のうち、前記中央副画素ライン部から遠くなる方向の側面エッジを覆うように形成された
請求項７に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１エッジ副画素ラインは、前記第１エッジ副画素ラインの長手方向に配置された
複数の副画素を備え、前記第２エッジ副画素ラインは、前記第２エッジ副画素ラインの長
手方向に配置された複数の副画素を備え、前記中央副画素ラインは、前記中央副画素ライ
ンの長手方向に配置された複数の副画素を備える請求項１～９のいずれか１項に記載の有
機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記各副画素ラインは、
　画素電極と、
　前記画素電極と電気的に連結され、有機発光層を備える中間層と、
　前記中間層上に配置される対向電極と、を備え、
　前記画素電極上には、前記副画素ラインの全体にわたって形成され、複数の開口部を備
える画素定義膜が形成され、
　前記複数の開口部を通じて、前記中間層は前記画素電極と接し、前記複数の開口部は、
前記副画素ラインそれぞれに対応し、前記第１エッジ副画素ラインに対応する開口部の幅
は、前記第１エッジ副画素ラインと同じ色の前記中央副画素ラインに対応する開口部の幅
より狭く形成され、前記第２エッジ副画素ラインに対応する開口部の幅は、前記第２エッ
ジ副画素ラインと同じ色の前記中央副画素ラインに対応する開口部の幅より狭く形成され
た請求項１～１０のいずれか１項に記載に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に係り、特に画質特性を容易に向上させる有機発光表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、ディスプレイ装置は、携帯が可能な薄型の平板表示装置に代替される勢いである
。平板ディスプレイ装置のうち、有機または無機発光表示装置は、自発光型ディスプレイ
装置であって、視野角が広く、コントラストが優秀であるだけでなく、応答速度が速いと
いう長所があるので、次世代のディスプレイ装置として注目されている。また、発光層の
形成物質が有機物で構成される有機発光表示装置は、無機発光表示装置に比べて輝度、駆
動電圧及び応答速度特性に優れ、多様な色相を具現できるという長所を有している。
【０００３】
　有機発光表示装置は、有機発光層を中心に、カソード電極、アノード電極が配置され、
かかる両電極に電圧を加えれば、両電極に連結された有機発光層で可視光線を発生させる
。
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【０００４】
　有機発光表示装置は、複数の副画素を備えるが、工程の便宜及び光特性を考慮して、副
画素をストライプパターンで配置する。すなわち、有機発光表示装置には、複数のストラ
イプパターンで副画素が配置される。この時、一ストライプパターンで配置された複数の
副画素は、同じ色の可視光線を発光する場合があり、ユーザが見る時に、有機発光表示装
置の左右両側のストライプパターンの複数の副画素が顕著に現れて、有機発光表示装置の
画質を向上させるのに限界があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、画質特性を容易に向上させる有機発光表示装置を提供するところにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、ユーザが視認できる有機発光表示装置であって、ユーザに対して両側面エッ
ジに配置され、一色の可視光線を具現する第１エッジ副画素ライン、及び一色の可視光線
を具現する第２エッジ副画素ラインを備えるエッジ副画素ライン部と、前記第１エッジ副
画素ラインと前記第２エッジ副画素ラインとの間に配置され、複数の中央副画素ラインを
備える中央副画素ライン部と、を備え、前記各中央副画素ラインは、一色の可視光線を具
現し、前記第１エッジ副画素ラインの幅は、前記第１エッジ副画素ラインと同じ色の可視
光線を具現する前記中央副画素ラインの幅より狭く形成されたものとユーザに視認され、
前記第２エッジ副画素ラインの幅は、前記第２エッジ副画素ラインと同じ色の可視光線を
具現する前記中央副画素ラインの幅より狭く形成されたものとユーザに視認される有機発
光表示装置を開示する。
【０００７】
　本発明において、前記第１エッジ副画素ラインは、前記第１エッジ副画素ラインの長手
方向に配置された複数の副画素を備え、前記第２エッジ副画素ラインは、前記第２エッジ
副画素ラインの長手方向に配置された複数の副画素を備え、前記中央副画素ラインは、前
記中央副画素ラインの長手方向に配置された複数の副画素を備える。
【０００８】
　本発明において、前記エッジ副画素ライン部及び前記中央副画素ライン部は、基板上に
配置され、前記各副画素ラインは、画素電極と、前記画素電極と電気的に連結され、有機
発光層を備える中間層と、前記中間層上に配置される対向電極と、を備え、前記画素電極
上には、前記副画素ラインの全体にわたって形成され、複数の開口部を備える画素定義膜
が形成され、前記複数の開口部を通じて、前記中間層は前記画素電極と接し、前記複数の
開口部は、前記副画素ラインそれぞれに対応し、前記第１エッジ副画素ラインに対応する
開口部の幅は、前記第１エッジ副画素ラインと同じ色の前記中央副画素ラインに対応する
開口部の幅より狭く形成され、前記第２エッジ副画素ラインに対応する開口部の幅は、前
記第２エッジ副画素ラインと同じ色の前記中央副画素ラインに対応する開口部の幅より狭
く形成される。
【０００９】
　本発明において、前記エッジ副画素ライン部上には、所定の幅を有するブラックマトリ
ックスが形成される。
【００１０】
　本発明において、前記ブラックマトリックスは、前記エッジ副画素ライン部の長手方向
にラインパターンで形成される。
【００１１】
　本発明において、前記ブラックマトリックスは、前記第１エッジ副画素ライン及び前記
第２エッジ副画素ラインの側面のうち、前記中央副画素ライン部から遠くなる方向の側面
エッジを覆うように形成される。
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【００１２】
　本発明において、前記エッジ副画素ライン部及び中央副画素ライン部は、基板上に配置
され、前記各副画素ラインは、画素電極と、前記画素電極と電気的に連結され、有機発光
層を備える中間層と、前記中間層上に配置される対向電極と、を備え、前記対向電極上に
形成され、前記エッジ副画素ライン部に対応する領域に配置され、前記エッジ副画素ライ
ン部の所定の領域と重なるように所定の幅を有する補助電極層が配置される。
【００１３】
　本発明において、前記補助電極層は、可視光線の透過を防止する光遮断物質を含有する
。
【００１４】
　本発明において、前記補助電極層は、前記エッジ副画素ライン部の長手方向にラインパ
ターンで形成される。
【００１５】
　本発明において、前記補助電極層は、前記第１エッジ副画素ライン及び前記第２エッジ
副画素ラインの側面のうち、前記中央副画素ライン部から遠くなる方向の側面エッジを覆
うように形成される。
【００１６】
　本発明において、前記エッジ副画素ライン部及び前記中央副画素ライン部は、基板と密
封部材との間に配置され、前記基板と前記密封部材とは、シーリング材により接合され、
前記シーリング材は、前記エッジ副画素ライン部の所定の領域と重なるように形成される
。
【００１７】
　本発明において、前記シーリング材は、可視光線の透過を防止する光遮断物質を含有す
る。
【００１８】
　本発明において、前記シーリング材は、前記エッジ副画素ライン部の長手方向にライン
パターンで形成される。
【００１９】
　本発明において、前記シーリング材は、前記第１エッジ副画素ライン及び前記第２エッ
ジ副画素ラインの側面のうち、前記中央副画素ライン部から遠くなる方向の側面エッジを
覆うように形成される。
【００２０】
　本発明において、前記エッジ副画素ライン部及び前記中央副画素ライン部は、基板と密
封部材との間に配置され、前記密封部材上に第１偏光部材及び第２偏光部材を備える偏光
部材が形成され、前記第１偏光部材は、前記エッジ副画素ライン部の所定の領域と重なる
ように形成され、前記第２偏光部材は、前記偏光部材の前記第１偏光部材が形成されてい
ない領域に形成され、前記第１偏光部材の光透過率は、前記第２偏光部材の光透過率より
低い。
【００２１】
　本発明において、前記第１偏光部材は、可視光線の透過を防止する光遮断物質を含有す
る。
【００２２】
　本発明において、前記第１偏光部材は、前記エッジ副画素ライン部の長手方向にライン
パターンで形成される。
【００２３】
　本発明において、前記第１偏光部材は、前記第１エッジ副画素ライン及び前記第２エッ
ジ副画素ラインの側面のうち、前記中央副画素ライン部から遠くなる方向の側面エッジと
重なるように形成される。
【００２４】
　本発明において、前記エッジ副画素ライン部及び前記中央副画素ライン部は、基板と密
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封部材との間に配置され、前記基板及び前記密封部材は、ベゼルにより補強され、前記ベ
ゼルは、前記エッジ副画素ライン部の所定の領域と重なるように形成された突出部を備え
る。
【００２５】
　本発明において、前記突出部は、前記エッジ副画素ライン部の長手方向にラインパター
ンで形成される。
【００２６】
　本発明において、前記突出部は、前記第１エッジ副画素ライン及び前記第２エッジ副画
素ラインの側面のうち、前記中央副画素ライン部から遠くなる方向の側面エッジを覆うよ
うに形成される。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明による有機発光表示装置は、画質特性を容易に向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な平面図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線の断面図である。
【図３】本発明の他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な平面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線の断面図である。
【図５】本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な平面図であ
る。
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ線の断面図である。
【図７】本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な断面図であ
る。
【図８】本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な断面図であ
る。
【図９】本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な平面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、添付された図面に示した本発明による実施形態を参照して、本発明の構成及び作
用を詳細に説明する。
【００３０】
　図１は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な平面図であり、図
２は、図１のＩＩ－ＩＩ線の断面図である。
【００３１】
　図１を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置１００は、エッジ副画素ライン部１
１０及び中央副画素ライン部１５０を備える。
【００３２】
　エッジ副画素ライン部１１０は、第１エッジ副画素ライン１０１及び第２エッジ副画素
ライン１０２を備える。そして、中央副画素ライン部１５０は、第１エッジ副画素ライン
１０１と第２エッジ副画素ライン１０２との間に配置される。
【００３３】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン１０１及び第２エッジ副画素ライン１０２は、ユー
ザに対して両側面エッジに配置される。すなわち、第１エッジ副画素ライン１０１は、ユ
ーザに対して左側エッジに、第２エッジ副画素ライン１０２は、ユーザに対して右側エッ
ジに配置される。
【００３４】
　第１エッジ副画素ライン１０１及び第２エッジ副画素ライン１０２は、複数の副画素を
備える。



(7) JP 5835898 B2 2015.12.24

10

20

30

40

50

【００３５】
　また、中央副画素ライン部１５０は、複数の副画素ラインを備えるが、具体的な例とし
て、順次に配置された第１中央副画素ライン１５１、第２中央副画素ライン１５２及び第
３中央副画素ライン１５３を備える。したがって、中央副画素ライン部１５０は、複数の
第１中央副画素ライン１５１、複数の第２中央副画素ライン１５２及び複数の第３中央副
画素ライン１５３を備える。
【００３６】
　各副画素ラインは、一色の可視光線を具現できる。すなわち、各副画素ラインは、一色
の副画素を備えるが、具体的に、第１エッジ副画素ライン１０１は、赤色の副画素を備え
、第１中央副画素ライン１５１は、緑色副画素を備え、第２中央副画素ライン１５２は、
青色副画素を備え、第３中央副画素ライン１５３は、赤色副画素を備え、第２エッジ副画
素ライン１０２は、青色副画素を備える。
【００３７】
　図１及び図２に示したように、中央副画素ライン部１５０に配置された副画素ラインの
うち同じ色の副画素ラインは、いずれも同じ幅を有している。すなわち、緑色副画素を備
える第１中央副画素ライン１５１の幅はいずれも同一であり、青色副画素を備える第２中
央副画素ライン１５２の幅はいずれも同一であり、赤色副画素を備える第３中央副画素ラ
イン１５３の幅はいずれも同一である。
【００３８】
　青色副画素、赤色副画素、緑色副画素の順にその幅が狭くなるのは、蛍光体の特性によ
るものであって、本発明は、これに限定されるものではない。
【００３９】
　第１エッジ副画素ライン１０１は、赤色副画素を備えるので、第３中央副画素ライン１
５３と同じ色の副画素を備える。しかし、第１エッジ副画素ライン１０１の幅は、第３中
央副画素ライン１５３の幅より狭く形成する。
【００４０】
　第２エッジ副画素ライン１０２は、青色副画素を備えるので、第２中央副画素ライン１
５２と同じ色の副画素を備える。しかし、第２エッジ副画素ライン１０２の幅は、第２中
央副画素ライン１５２の幅より狭く形成する。
【００４１】
　かかる構成の具体的な構成を、図２を参照しつつ説明する。
【００４２】
　図２を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置１００は、基板１０５、画素電極１
０６、中間層１２０、画素定義膜１１５及び対向電極１３０を備える。あらゆる副画素ラ
インは、基板１０５上に配置され、各副画素ラインは、画素電極１０６、中間層１２０及
び対向電極１３０の積層構造を含む。また、画素定義膜１１５は、画素電極１０６の所定
の領域を露出するように複数の開口部１１０ａを備えるが、各開口部１１０ａは、各副画
素ラインに対応する。
【００４３】
　具体的に、各部材の構成について説明する。
【００４４】
　まず、基板１０５は、ＳｉＯ２を主成分とする透明なガラス材質で形成される。基板１
０５は、必ずしもこれに限定されるものではなく、透明なプラスチック材質で形成しても
よい。プラスチック材質は、絶縁性有機物であるポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）、ポリ
アクリレート（ＰＡＲ）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）、ポリエチレンナフタレート（
ＰＥＮ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリフェニレンスルファイド（ＰＰ
Ｓ）、ポリアリレート、ポリイミド、ポリカーボネート（ＰＣ）、セルローストリアセテ
ート（ＴＡＣ）、セルロースアセテートプロピオネート（ＣＡＰ）からなるグループから
選択される有機物でありうる。
　また、金属で基板１０５を形成できる。金属で基板１０５を形成する場合、基板１０５
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は、鉄、クロム、マンガン、ニッケル、チタン、モリブデン、ステンレススチール（ＳＵ
Ｓ）、Ｉｎｖａｒ合金、Ｉｎｃｏｎｅｌ合金及びＫｏｖａｒ合金からなる群から選択され
た一つ以上を含むが、これらに限定されるものではない。基板１０５は、金属ホイルで形
成することもできる。
【００４５】
　基板１０５の上部に平滑な面を形成し、基板１０５の上部に不純元素が浸透することを
遮断するために、基板１０５の上部にバッファ層（図示せず）を形成できる。バッファ層
（図示せず）は、ＳｉＯ２及び／またはＳｉＮｘなどで形成できる。
【００４６】
　基板１０５上に画素電極１０６が形成される。画素電極１０６を形成するのに先立って
、基板１０５上に薄膜トランジスタを形成することもできる。もちろん、本実施形態の有
機発光表示装置１００は、能動駆動型装置及び受動駆動型装置にいずれも適用可能である
。
【００４７】
　画素電極１０６上に画素定義膜１１５が形成される。画素定義膜１１５は、画素電極１
０６を露出するように複数の開口部１１０ａを備える。画素定義膜１１５は、有機物また
は無機物で形成できる。
【００４８】
　そして、開口部１１０ａ上に有機発光層を備える中間層１２０が形成される。具体的に
、第１エッジ副画素ライン１０１には、赤色可視光線を発光する有機発光層を備える中間
層１２０が形成され、第１中央副画素ライン１５１には、緑色可視光線を発光する有機発
光層を備える中間層１２０が形成され、第２中央副画素ライン１５２には、青色可視光線
を発光する有機発光層を備える中間層１２０が形成され、第３中央副画素ライン１５３に
は、赤色可視光線を発光する有機発光層を備える中間層１２０が形成され、第２エッジ副
画素ライン１０２には、青色可視光線を発光する有機発光層を備える中間層１２０が形成
される。
【００４９】
　そして、中間層１２０の上部に対向電極１３０を形成する。対向電極１３０は、全体の
副画素ラインに対応するように形成できる。
【００５０】
　図２を参照すれば、開口部１１０ａは、各副画素ラインに対応するが、副画素ラインの
幅によって、開口部１１０ａの幅も変わる。すなわち、赤色副画素を備える第１エッジ副
画素ライン１０１に対応する開口部１１０ａの幅ＥＡ１は、赤色副画素を備える第３中央
副画素ライン１５３に対応する開口部１１０ａの幅ＣＡ１より狭い。
【００５１】
　また、青色副画素を備える第２エッジ副画素ライン１０２に対応する開口部１１０ａの
幅ＥＡ２は、青色副画素を備える第２中央副画素ライン１５２に対応する開口部１１０ａ
の幅ＣＡ２より狭い。
【００５２】
　開口部１１０ａの幅を調節して、エッジ副画素ライン部１１０及び中央副画素ライン部
１５０の副画素の幅を容易に調節できる。
【００５３】
　すなわち、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン１０１の幅を、赤色副画素を備
える第３中央副画素ライン１５３の幅より狭くする。また、青色副画素を備える第２エッ
ジ副画素ライン１０２の幅を、青色副画素を備える第２中央副画素ライン１５２の幅より
狭くする。
【００５４】
　基板１０５の一面に対向するように、すなわち、対向電極１３０の上部に密封部材（図
示せず）が配置される。密封部材（図示せず）は、外部の水分や酸素などから有機発光層
を保護するために形成するものであって、密封部材（図示せず）は、透明な材質で形成さ
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れる。このために、密封部材は、ガラス、プラスチックまたは有機物と無機物との複数の
重なった構造で形成されてもよい。
【００５５】
　副画素をストライプパターンで配置する有機発光表示装置の場合、ユーザの側面で左右
エッジの副画素パターンが線のような形態として認識され、これは、一種の不良であって
、有機発光表示装置の画質を低下させていた。
【００５６】
　しかし、本実施形態の有機発光表示装置１００は、ユーザの側面で見る時に、左側エッ
ジに配置される第１エッジ副画素ライン１０１の幅を、中央副画素ライン部１５０のうち
、第１エッジ副画素ライン１０１の副画素と同じ色を具現する第３中央副画素ライン１５
３の幅より狭く形成する。また、右側エッジに配置される第２エッジ副画素ライン１０２
の幅を、中央副画素ライン部１５０のうち、第２エッジ副画素ライン１０２の副画素と同
じ色を具現する第２中央副画素ライン１５２の幅より狭く形成する。
【００５７】
　これを通じて、ユーザの側面で見る時、左右側エッジに発生する線のような不良を防止
して、画質特性が向上した有機発光表示装置１００を具現できる。
【００５８】
　また、本実施形態では、画素定義膜１１５の開口部１１０ａの幅を調節し、中間層１２
０は、開口部１１０ａに形成されるので、中間層１２０の幅も、開口部１１０ａの幅によ
って決定される。これを通じて、第１エッジ副画素ライン１０１及び第２エッジ副画素ラ
イン１０２の幅を、中央副画素ライン部１５０の副画素ラインの幅より狭くする工程を容
易に進めることができる。
【００５９】
　図３は、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な平面図であり、
図４は、図３のＩＶ－ＩＶ線の断面図である。説明の便宜のために、前述した実施形態と
異なる点を中心に説明する。
【００６０】
　図３を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置２００は、エッジ副画素ライン部２
１０及び中央副画素ライン部２５０を備える。エッジ副画素ライン部２１０には、所定の
幅を有するブラックマトリックス２６０が配置される。
【００６１】
　エッジ副画素ライン部２１０は、第１エッジ副画素ライン２０１及び第２エッジ副画素
ライン２０２を備える。そして、中央副画素ライン部２５０は、第１エッジ副画素ライン
２０１と第２エッジ副画素ライン２０２との間に配置される。
【００６２】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン２０１及び第２エッジ副画素ライン２０２は、ユー
ザに対して両側面エッジに配置される。すなわち、第１エッジ副画素ライン２０１は、ユ
ーザに対して左側エッジに、第２エッジ副画素ライン２０２は、ユーザに対して右側エッ
ジに配置される。
【００６３】
　第１エッジ副画素ライン２０１及び第２エッジ副画素ライン２０２は、複数の副画素を
備える。
【００６４】
　また、中央副画素ライン部２５０は、複数の副画素ラインを備えるが、具体的な例とし
て、順次に配置された第１中央副画素ライン２５１、第２中央副画素ライン２５２及び第
３中央副画素ライン２５３を備える。したがって、中央副画素ライン部２５０は、複数の
第１中央副画素ライン２５１、複数の第２中央副画素ライン２５２及び複数の第３中央副
画素ライン２５３を備える。
【００６５】
　各副画素ラインは、同じ色の副画素を備える。具体的に、第１エッジ副画素ライン２０
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１は、赤色の副画素を備え、第１中央副画素ライン２５１は、緑色副画素を備え、第２中
央副画素ライン２５２は、青色副画素を備え、第３中央副画素ライン２５３は、赤色副画
素を備え、第２エッジ副画素ライン２０２は、青色副画素を備える。
【００６６】
　図３及び図４に示したように、中央副画素ライン部２５０に配置された副画素ラインの
うち同じ色の副画素ラインは、いずれも同じ幅を有している。すなわち、緑色副画素を備
える第１中央副画素ライン２５１の幅はいずれも同一であり、青色副画素を備える第２中
央副画素ライン２５２の幅はいずれも同一であり、赤色副画素を備える第３中央副画素ラ
イン２５３の幅はいずれも同一である。
【００６７】
　図３で見る時、すなわち、ユーザが見る時、第１エッジ副画素ライン２０１の幅は、第
３中央副画素ライン２５３の幅より狭く形成されており、第２エッジ副画素ライン２０２
の幅は、第２中央副画素ライン２５２の幅より狭く形成されている。
【００６８】
　かかる構成の具体的な構成を、図４を参照しつつ説明する。
【００６９】
　図４を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置２００は、基板２０５、画素電極２
０６、中間層２２０、対向電極２３０及びブラックマトリックス２６０を備える。
【００７０】
　基板２０５上に画素電極２０６が形成される。画素電極２０６上に画素定義膜２１５が
形成される。画素定義膜２１５は、画素電極２０６を露出するように複数の開口部２１０
ａを備える。画素定義膜２１５は、有機物または無機物で形成できる。
【００７１】
　そして、開口部２１０ａ上に有機発光層を備える中間層２２０が形成される。具体的に
、第１エッジ副画素ライン２０１には、赤色可視光線を発光する有機発光層を備える中間
層２２０が形成され、第１中央副画素ライン２５１には、緑色可視光線を発光する有機発
光層を備える中間層２２０が形成され、第２中央副画素ライン２５２には、青色可視光線
を発光する有機発光層を備える中間層２２０が形成され、第３中央副画素ライン２５３に
は、赤色可視光線を発光する有機発光層を備える中間層２２０が形成され、第２エッジ副
画素ライン２０２には、青色可視光線を発光する有機発光層を備える中間層２２０が形成
される。
【００７２】
　そして、中間層２２０の上部に対向電極２３０を形成する。対向電極２３０は、全体の
副画素ラインに対応するように形成できる。
【００７３】
　対向電極２３０上に、第１エッジ副画素ライン２０１の上部及び第２エッジ副画素ライ
ン２０２の上部に、ブラックマトリックス２６０が形成される。ブラックマトリックス２
６０は、第１エッジ副画素ライン２０１及び第２エッジ副画素ライン２０２の所定の幅を
覆うように形成され、可視光線の進行を遮断する。具体的に、ブラックマトリックス２６
０は、第１エッジ副画素ライン２０１及び第２エッジ副画素ライン２０２の長手方向にラ
インパターンで形成され、第１エッジ副画素ライン２０１の左側エッジ及び第２エッジ副
画素ライン２０２の右側エッジを覆うように形成される。
【００７４】
　図４を参照すれば、開口部２１０ａは、副画素に対応するが、副画素ラインの幅によっ
て、開口部２１０ａの幅も変わる。この時、エッジ副画素ライン部２１０及び中央副画素
ライン部２５０の区別なしに、同じ色の副画素を備える副画素ラインの幅は、同一に形成
される。
【００７５】
　すなわち、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン２０１に対応する開口部２１０
ａの幅ＥＡ１は、赤色副画素を備える第３中央副画素ライン２５３に対応する開口部２１



(11) JP 5835898 B2 2015.12.24

10

20

30

40

50

０ａの幅ＣＡ１と同じである。また、青色副画素を備える第２エッジ副画素ライン２０２
に対応する開口部２１０ａの幅ＥＡ２は、青色副画素を備える第２中央副画素ライン２５
２に対応する開口部２１０ａの幅ＣＡ２と同じである。
【００７６】
　しかし、ユーザが見る時は、エッジ副画素ライン部２１０の幅は変わる。すなわち、第
１エッジ副画素ライン２０１の場合、ブラックマトリックス２６０で覆われていない開口
部２１０ａの幅ＢＡ１は、第３中央副画素ライン２５３に対応する開口部２１０ａの幅Ｃ
Ａ１より狭い。また、第２エッジ副画素ライン２０２の場合、ブラックマトリックス２６
０で覆われていない開口部２１０ａの幅ＢＡ２は、第２中央副画素ライン２５２に対応す
る開口部２１０ａの幅ＣＡ２より狭い。
【００７７】
　ブラックマトリックス２６０の幅を調節して、ユーザが認識するエッジ副画素ライン部
２１０の副画素の幅を容易に調節できる。
【００７８】
　すなわち、ユーザは、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン２０１の幅を、赤色
副画素を備える第３中央副画素ライン２５３の幅より狭く視認する。また、青色副画素を
備える第２エッジ副画素ライン２０２の幅を、青色副画素を備える第２中央副画素ライン
２５２の幅より狭く視認する。
【００７９】
　基板２０５の一面に対向するように、すなわち、対向電極２３０の上部に密封部材（図
示せず）が配置される。密封部材（図示せず）は、外部の水分や酸素などから有機発光層
などを保護するために形成するものであって、密封部材（図示せず）は、透明な材質で形
成される。このために、密封部材は、ガラス、プラスチックまたは有機物と無機物との複
数の重なった構造で形成されてもよい。
【００８０】
　本実施形態では、ブラックマトリックス２６０を利用して、ユーザの側面で見る時、左
側エッジに配置される第１エッジ副画素ライン２０１の幅が、中央副画素ライン部２５０
のうち、第１エッジ副画素ライン２０１と同じ色の第３中央副画素ライン２５３の幅より
狭く形成されたものと視認される。また、右側エッジに配置される第２エッジ副画素ライ
ン２０２の幅が、中央副画素ライン部２５０のうち、第２エッジ副画素ライン２０２と同
じ色の第２中央副画素ライン２５２の幅より狭く形成されたものと視認される。
【００８１】
　これを通じて、ユーザの側面で見る時、左右側エッジに発生する線のような不良を防止
して、画質特性が向上した有機発光表示装置２００を具現できる。
【００８２】
　図５は、本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な平面図で
あり、図６は、図５のＶＩ－ＶＩ線の断面図である。説明の便宜のために、前述した実施
形態と異なる点を中心に説明する。
【００８３】
　図５を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置３００は、エッジ副画素ライン部３
１０及び中央副画素ライン部３５０を備える。エッジ副画素ライン部３１０には、所定の
幅を有する補助電極層３６０が配置される。
【００８４】
　エッジ副画素ライン部３１０は、第１エッジ副画素ライン３０１及び第２エッジ副画素
ライン３０２を備える。そして、中央副画素ライン部３５０は、第１エッジ副画素ライン
３０１と第２エッジ副画素ライン３０２との間に配置される。
【００８５】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン３０１及び第２エッジ副画素ライン３０２は、ユー
ザに対して両側面エッジに配置される。すなわち、第１エッジ副画素ライン３０１は、ユ
ーザに対して左側エッジに、第２エッジ副画素ライン３０２は、ユーザに対して右側エッ
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ジに配置される。
【００８６】
　第１エッジ副画素ライン３０１及び第２エッジ副画素ライン３０２は、複数の副画素を
備える。
【００８７】
　また、中央副画素ライン部３５０は、複数の副画素ラインを備えるが、具体的な例とし
て、順次に配置された第１中央副画素ライン３５１、第２中央副画素ライン３５２及び第
３中央副画素ライン３５３を備える。したがって、中央副画素ライン部３５０は、複数の
第１中央副画素ライン３５１、複数の第２中央副画素ライン３５２及び複数の第３中央副
画素ライン３５３を備える。
【００８８】
　各副画素ラインは、同じ色の副画素を備える。具体的に、第１エッジ副画素ライン３０
１は、赤色副画素を備え、第１中央副画素ライン３５１は、緑色副画素を備え、第２中央
副画素ライン３５２は、青色副画素を備え、第３中央副画素ライン３５３は、赤色副画素
を備え、第２エッジ副画素ライン３０２は、青色副画素を備える。
【００８９】
　図５及び図６に示したように、中央副画素ライン部３５０に配置された副画素ラインの
うち同じ色の副画素ラインは、いずれも同じ幅を有している。すなわち、緑色副画素を備
える第１中央副画素ライン３５１の幅はいずれも同一であり、青色副画素を備える第２中
央副画素ライン３５２の幅はいずれも同一であり、赤色副画素を備える第３中央副画素ラ
イン３５３の幅はいずれも同一である。
【００９０】
　図５で見る時、すなわち、ユーザが見る時、第１エッジ副画素ライン３０１の幅は、第
３中央副画素ライン３５３の幅より狭く形成されており、第２エッジ副画素ライン３０２
の幅は、第２中央副画素ライン３５２の幅より狭く形成されている。
【００９１】
　かかる構成の具体的な構成を、図６を参照しつつ説明する。
【００９２】
　図６を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置３００は、基板３０５、画素電極３
０６、中間層３２０、対向電極３３０及び補助電極層３６０を備える。
【００９３】
　基板３０５上に画素電極３０６が形成される。画素電極３０６上に画素定義膜３１５が
形成される。画素定義膜３１５は、画素電極３０６を露出するように、複数の開口部３１
０ａを備える。画素定義膜３１５は、有機物または無機物で形成される。
【００９４】
　そして、開口部３１０ａ上に、有機発光層を備える中間層３２０が形成される。具体的
に、第１エッジ副画素ライン３０１には、赤色可視光線を発光する有機発光層を備える中
間層３２０が形成され、第１中央副画素ライン３５１には、緑色可視光線を発光する有機
発光層を備える中間層３２０が形成され、第２中央副画素ライン３５２には、青色可視光
線を発光する有機発光層を備える中間層３２０が形成され、第３中央副画素ライン３５３
には、赤色可視光線を発光する有機発光層を備える中間層３２０が形成され、第２エッジ
副画素ライン３０２には、青色可視光線を発光する有機発光層を備える中間層３２０が形
成される。
【００９５】
　そして、中間層３２０の上部に対向電極３３０を形成する。対向電極３３０は、全体の
副画素ラインに対応するように形成できる。
【００９６】
　対向電極３３０上に、第１エッジ副画素ライン３０１の上部及び第２エッジ副画素ライ
ン３０２の上部に補助電極層３６０が配置される。補助電極層３６０は、第１エッジ副画
素ライン３０１及び第２エッジ副画素ライン３０２の所定の幅を覆うように形成され、可
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視光線の進行を遮断する。このために、補助電極層３６０は、光遮断物質を含有する。具
体的に、補助電極層３６０は、第１エッジ副画素ライン３０１及び第２エッジ副画素ライ
ン３０２の長手方向にラインパターンで形成され、第１エッジ副画素ライン３０１の左側
エッジ及び第２エッジ副画素ライン３０２の右側エッジを覆うように形成される。
【００９７】
　図６を参照すれば、開口部３１０ａは、副画素に対応するが、副画素ラインの幅によっ
て、開口部３１０ａの幅も変わる。この時、エッジ副画素ライン部３１０及び中央副画素
ライン部３５０の区別なしに、同じ色の副画素を備える副画素ラインの幅は同一に形成さ
れる。
【００９８】
　すなわち、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン３０１に対応する開口部３１０
ａの幅ＥＡ１は、赤色副画素を備える第３中央副画素ライン３５３に対応する開口部２１
０ａの幅ＣＡ１と同じである。また、青色副画素を備える第２エッジ副画素ライン３０２
に対応する開口部３１０ａの幅ＥＡ２は、青色副画素を備える第２中央副画素ライン３５
２に対応する開口部３１０ａの幅ＣＡ２と同じである。
【００９９】
　しかし、ユーザが見る時、エッジ副画素ライン部３１０の幅は変わる。すなわち、第１
エッジ副画素ライン３０１の場合、補助電極層３６０で覆われていない開口部３１０ａの
幅ＢＡ１は、第３中央副画素ライン３５３に対応する開口部３１０ａの幅ＣＡ１より狭い
。また、第２エッジ副画素ライン３０２の場合、補助電極層３６０で覆われていない開口
部３１０ａの幅ＢＡ２は、第２中央副画素ライン３５２に対応する開口部３１０ａの幅Ｃ
Ａ２より狭い。
【０１００】
　補助電極層３６０の幅を調節して、エッジ副画素ライン部３１０の副画素の幅を容易に
調節できる。
【０１０１】
　すなわち、ユーザは、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン３０１の幅を、赤色
副画素を備える第３中央副画素ライン３５３の幅より狭く視認する。また、青色副画素を
備える第２エッジ副画素ライン３０２の幅を、青色副画素を備える第２中央副画素ライン
３５２の幅より狭く視認する。
【０１０２】
　基板３０５の一面に対向するように、すなわち、対向電極３３０の上部に密封部材（図
示せず）が配置される。密封部材（図示せず）は、外部の水分や酸素などから有機発光層
などを保護するために形成するものであって、密封部材（図示せず）は、透明な材質で形
成される。このために、密封部材は、ガラス、プラスチックまたは有機物と無機物との複
数の重なった構造で形成されてもよい。
【０１０３】
　本実施形態では、光を遮断できる補助電極層３６０を利用して、ユーザ側で見る時、左
側エッジに配置される第１エッジ副画素ライン３０１の幅が、中央副画素ライン部３５０
のうち、第１エッジ副画素ライン３０１と同じ色の第３中央副画素ライン３５３の幅より
狭く形成されたものと視認される。また、右側エッジに配置される第２エッジ副画素ライ
ン３０２の幅が、中央副画素ライン部３５０のうち、第２エッジ副画素ライン３０２と同
じ色の第２中央副画素ライン３５２の幅より狭く形成されたものと視認される。
【０１０４】
　これを通じて、ユーザの側面で見る時、左右側エッジに発生する線のような不良を防止
して、画質特性が向上した有機発光表示装置３００を具現できる。また、対向電極３３０
上に補助電極層３６０を形成して、電圧降下による画質低下を防止できる。
【０１０５】
　図７は、本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な断面図で
ある。説明の便宜のために、前述した実施形態と異なる点を中心に説明する。
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【０１０６】
　図７を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置４００は、エッジ副画素ライン部４
１０及び中央副画素ライン部４５０を備える。
【０１０７】
　エッジ副画素ライン部４１０及び中央副画素ライン部４５０は、基板４０５と密封部材
４９５との間に配置され、基板４０５と密封部材４９５とは、シーリング材４９０により
接合される。シーリング材４９０は、エッジ副画素ライン部４１０の所定の領域と重なる
ように形成される。
【０１０８】
　エッジ副画素ライン部４１０は、第１エッジ副画素ライン４０１及び第２エッジ副画素
ライン４０２を備える。そして、中央副画素ライン部４５０は、第１エッジ副画素ライン
４０１と第２エッジ副画素ライン４０２との間に配置される。
【０１０９】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン４０１及び第２エッジ副画素ライン４０２は、ユー
ザに対して両側面エッジに配置される。すなわち、第１エッジ副画素ライン４０１は、ユ
ーザに対して左側エッジに、第２エッジ副画素ライン４０２は、ユーザに対して右側エッ
ジに配置される。
【０１１０】
　第１エッジ副画素ライン４０１及び第２エッジ副画素ライン４０２は、複数の副画素を
備える。
【０１１１】
　また、中央副画素ライン部４５０は、複数の副画素ラインを備えるが、具体的な例とし
て、順次に配置された第１中央副画素ライン４５１、第２中央副画素ライン４５２及び第
３中央副画素ライン４５３を備える。したがって、中央副画素ライン部４５０は、複数の
第１中央副画素ライン４５１、複数の第２中央副画素ライン４５２及び複数の第３中央副
画素ライン４５３を備える。
【０１１２】
　各副画素ラインは、同じ色を具現するように同じ色の副画素を備える。具体的に、第１
エッジ副画素ライン４０１は、赤色副画素を備え、第１中央副画素ライン４５１は、緑色
副画素を備え、第２中央副画素ライン４５２は、青色副画素を備え、第３中央副画素ライ
ン４５３は、赤色副画素を備え、第２エッジ副画素ライン４０２は、青色副画素を備える
。
【０１１３】
　図７に示したように、中央副画素ライン部４５０に配置された副画素ラインのうち同じ
色の副画素ラインは、いずれも同じ幅を有している。すなわち、緑色副画素を備える第１
中央副画素ライン４５１の幅はいずれも同一であり、青色副画素を備える第２中央副画素
ライン４５２の幅はいずれも同一であり、赤色副画素を備える第３中央副画素ライン４５
３の幅はいずれも同一である。
【０１１４】
　図７で見る時、すなわち、ユーザが見る時、第１エッジ副画素ライン４０１の幅ＢＡ１
は、第３中央副画素ライン４５３の幅ＣＡ１より狭く形成されており、第２エッジ副画素
ライン４０２の幅ＢＡ２は、第２中央副画素ライン４５２の幅ＣＡ２より狭く形成されて
いる。
【０１１５】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン４０１の上部及び第２エッジ副画素ライン４０２の
上部に、シーリング材４９０が配置される。シーリング材４９０は、第１エッジ副画素ラ
イン４０１及び第２エッジ副画素ライン４０２の所定の幅を覆うように形成され、可視光
線の進行を遮断する。すなわち、シーリング材４９０は、基板４０５と密封部材４９５と
を接合するために、基板４０５と密封部材４９５とに接しつつ、第１エッジ副画素ライン
４０１の上部の所定の領域及び第２エッジ副画素ライン４０２の上部の所定の領域に配置
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される。シーリング材４９０は、可視光線を遮断できるように光遮断物質を含有する。ま
た、シーリング材４９０は、第１エッジ副画素ライン４０１及び第２エッジ副画素ライン
４０２の長手方向にラインパターンで形成され、第１エッジ副画素ライン４０１の左側エ
ッジ及び第２エッジ副画素ライン４０２の右側エッジを覆うように形成される。
【０１１６】
　図７を参照すれば、エッジ副画素ライン部４１０及び中央副画素ライン部４５０の区別
なしに、同じ色の副画素を備える副画素ラインの幅は同一に形成される。
【０１１７】
　すなわち、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン４０１の幅ＥＡ１は、赤色副画
素を備える第３中央副画素ライン４５３の幅ＣＡ１と同じである。また、青色副画素を備
える第２エッジ副画素ライン４０２の幅ＥＡ２は、青色副画素を備える第２中央副画素ラ
イン４５２の幅ＣＡ２と同じである。
【０１１８】
　しかし、ユーザが見る時は、エッジ副画素ライン部４１０の幅は変わる。すなわち、第
１エッジ副画素ライン４０１の場合、シーリング材４９０で覆われていない領域の幅ＢＡ
１は、第３中央副画素ライン４５３の幅ＣＡ１より狭い。また、第２エッジ副画素ライン
４０２の場合、シーリング材４９０で覆われていない領域の幅ＢＡ２は、第２中央副画素
ライン４５２の幅ＣＡ２より狭い。
【０１１９】
　シーリング材４９０の幅を調節して、エッジ副画素ライン部４１０の副画素の幅を容易
に調節できる。
【０１２０】
　すなわち、ユーザは、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン４０１の幅を、赤色
副画素を備える第３中央副画素ライン４５３の幅より狭く視認する。また、青色副画素を
備える第２エッジ副画素ライン４０２の幅を、青色副画素を備える第２中央副画素ライン
４５２の幅より狭く視認する。
【０１２１】
　本実施形態では、光を遮断できるシーリング材４９０を利用して、ユーザの側面で見る
時、左側エッジに配置される第１エッジ副画素ライン４０１の幅が、中央副画素ライン部
４５０のうち、第１エッジ副画素ライン４０１と同じ色の第３中央副画素ライン４５３の
幅より狭く形成されたものと視認される。また、右側エッジに配置される第２エッジ副画
素ライン４０２の幅が、中央副画素ライン部４５０のうち、第２エッジ副画素ライン４０
２と同じ色の第２中央副画素ライン４５２の幅より狭く形成されたものと視認される。
【０１２２】
　これを通じて、ユーザの側面で見る時、左右側エッジに発生する線のような不良を防止
して、画質特性が向上した有機発光表示装置４００を具現できる。
【０１２３】
　図８は、本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な断面図で
ある。説明の便宜のために、前述した実施形態と異なる点を中心に説明する。
【０１２４】
　図８を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置５００は、エッジ副画素ライン部５
１０及び中央副画素ライン部５５０を備える。
【０１２５】
　エッジ副画素ライン部５１０及び中央副画素ライン部５５０は、基板５０５と密封部材
５９５との間に配置され、基板５０５と密封部材５９５とは、シーリング材５９０により
接合される。密封部材５９５上に、偏光部材５８０が配置される。
【０１２６】
　偏光部材５８０は、第１偏光部材５８１及び第２偏光部材５８２を備える。
【０１２７】
　エッジ副画素ライン部５１０は、第１エッジ副画素ライン５０１及び第２エッジ副画素
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ライン５０２を備える。そして、中央副画素ライン部５５０は、第１エッジ副画素ライン
５０１と第２エッジ副画素ライン５０２との間に配置される。
【０１２８】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン５０１及び第２エッジ副画素ライン５０２は、ユー
ザに対して両側面エッジに配置される。すなわち、第１エッジ副画素ライン５０１は、ユ
ーザに対して左側エッジに、第２エッジ副画素ライン５０２は、ユーザに対して右側エッ
ジに配置される。
【０１２９】
　第１エッジ副画素ライン５０１及び第２エッジ副画素ライン５０２は、複数の副画素を
備える。
【０１３０】
　また、中央副画素ライン部５５０は、複数の副画素ラインを備えるが、具体的な例とし
て、順次に配置された第１中央副画素ライン５５１、第２中央副画素ライン５５２及び第
３中央副画素ライン５５３を備える。したがって、中央副画素ライン部５５０は、複数の
第１中央副画素ライン５５１、複数の第２中央副画素ライン５５２及び複数の第３中央副
画素ライン５５３を備える。
【０１３１】
　各副画素ラインは、同じ色の副画素を備える。具体的に、第１エッジ副画素ライン５０
１は、赤色副画素を備え、第１中央副画素ライン５５１は、緑色副画素を備え、第２中央
副画素ライン５５２は、青色副画素を備え、第３中央副画素ライン５５３は、赤色副画素
を備え、第２エッジ副画素ライン５０２は、青色副画素を備える。
【０１３２】
　図８に示したように、中央副画素ライン部５５０に配置された副画素ラインのうち同じ
色の副画素ラインは、いずれも同じ幅を有している。すなわち、緑色副画素を備える第１
中央副画素ライン５５１の幅はいずれも同一であり、青色副画素を備える第２中央副画素
ライン５５２の幅はいずれも同一であり、赤色副画素を備える第３中央副画素ライン５５
３の幅はいずれも同一である。
【０１３３】
　図８で見る時、すなわち、ユーザが見る時、第１エッジ副画素ライン５０１の幅ＢＡ１
は、第３中央副画素ライン５５３の幅ＣＡ１より狭く形成されており、第２エッジ副画素
ライン５０２の幅ＢＡ２は、第２中央副画素ライン５５２の幅ＣＡ２より狭く形成されて
いる。
【０１３４】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン５０１の上部及び第２エッジ副画素ライン５０２の
上部に対応するように、偏光部材５８０の第１偏光部材５８１が配置される。
【０１３５】
　偏光部材５８０は、第１偏光部材５８１及び第２偏光部材５８２を備えるが、第１偏光
部材５８１は、第２偏光部材５８２より低い光透過率を有する。第１偏光部材５８１は、
第１エッジ副画素ライン５０１及び第２エッジ副画素ライン５０２の所定の幅に対応する
ように形成され、可視光線の進行を遮断する。
【０１３６】
　すなわち、偏光部材５８０は、密封部材５９５上に配置されるが、第１偏光部材５８１
は、第１エッジ副画素ライン５０１の上部の所定の領域、及び第２エッジ副画素ライン５
０２の上部の所定の領域に配置される。第２偏光部材５８２は、偏光部材５８０の領域の
うち、第１偏光部材５８１が配置された残りの領域に配置される。すなわち、第２偏光部
材５８２は、中央副画素ライン部５５０及びエッジ副画素ライン部５１０の所定の領域に
対応するように形成される。第１偏光部材５８１は、第２偏光部材５８２より低い光透過
率を有する。特に、第１偏光部材５８１は、可視光線を遮断できるように、光遮断物質を
含有することが望ましい。また、第１偏光部材５８１は、第１エッジ副画素ライン５０１
及び第２エッジ副画素ライン５０２の長手方向にラインパターンで形成され、第１エッジ
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副画素ライン５０１の左側エッジ及び第２エッジ副画素ライン４０２の右側エッジを覆う
ように形成される。
【０１３７】
　図８を参照すれば、エッジ副画素ライン部５１０及び中央副画素ライン部５５０の区別
なしに、同じ色の副画素を備える副画素ラインの幅は同一に形成される。
【０１３８】
　すなわち、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン５０１の幅ＥＡ１は、赤色副画
素を備える第３中央副画素ライン５５３の幅ＣＡ１と同じである。また、青色副画素を備
える第２エッジ副画素ライン５０２の幅ＥＡ２は、青色副画素を備える第２中央副画素ラ
イン５５２の幅ＣＡ２と同じである。
【０１３９】
　しかし、ユーザが見る時は、エッジ副画素ライン部５１０の幅は変わる。すなわち、第
１エッジ副画素ライン５０１の場合、第１偏光部材５８１で覆われていない幅ＢＡ１は、
第３中央副画素ライン５５３の幅ＣＡ１より狭い。また、第２エッジ副画素ライン５０２
の場合、第１偏光部材５８１で覆われていない幅ＢＡ２は、第２中央副画素ライン５５２
の幅ＣＡ２より狭い。
【０１４０】
　第１偏光部材５８１の幅を調節して、エッジ副画素ライン部５１０の副画素の幅を容易
に調節できる。
【０１４１】
　すなわち、ユーザは、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン５０１の幅を、赤色
副画素を備える第３中央副画素ライン５５３の幅より狭く視認する。また、青色副画素を
備える第２エッジ副画素ライン５０２の幅を、青色副画素を備える第２中央副画素ライン
５５２の幅より狭く視認する。
【０１４２】
　本実施形態では、光を遮断できる第１偏光部材５８１を備える偏光部材５８０を利用し
て、ユーザの側面で見る時、左側エッジに配置される第１エッジ副画素ライン５０１の幅
が、中央副画素ライン部５５０のうち、第１エッジ副画素ライン５０１と同じ色の第３中
央副画素ライン５５３の幅より狭く形成されたものと視認される。また、右側エッジに配
置される第２エッジ副画素ライン５０２の幅が、中央副画素ライン部５５０のうち、第２
エッジ副画素ライン５０２と同じ色の第２中央副画素ライン５５２の幅より狭く形成され
たものと視認される。
【０１４３】
　これを通じて、ユーザの側面で見る時、左右側エッジに発生する線のような不良を防止
して、画質特性が向上した有機発光表示装置５００を具現できる。
【０１４４】
　図９は、本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置を示す概略的な断面図で
ある。説明の便宜のために、前述した実施形態と異なる点を中心に説明する。
【０１４５】
　図９を参照すれば、本実施形態の有機発光表示装置６００は、エッジ副画素ライン部６
１０及び中央副画素ライン部６５０を備える。
【０１４６】
　エッジ副画素ライン部６１０及び中央副画素ライン部６５０は、基板６０５と密封部材
６９５との間に配置され、基板６０５と密封部材６９５とは、シーリング材６９０により
接合される。基板６０５及び密封部材６９５は、ベゼル６７０にはめ込まれて補強される
。
【０１４７】
　ベゼル６７０は、エッジ副画素ライン部６１０の所定の領域に対応するように形成され
た突出部６７１を備える。
【０１４８】
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　エッジ副画素ライン部６１０は、第１エッジ副画素ライン６０１及び第２エッジ副画素
ライン６０２を備える。そして、中央副画素ライン部６５０は、第１エッジ副画素ライン
６０１と第２エッジ副画素ライン６０２との間に配置される。
【０１４９】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン６０１及び第２エッジ副画素ライン６０２は、ユー
ザに対して両側面エッジに配置される。すなわち、第１エッジ副画素ライン６０１は、ユ
ーザに対して左側エッジに、第２エッジ副画素ライン６０２は、ユーザに対して右側エッ
ジに配置される。
【０１５０】
　第１エッジ副画素ライン６０１及び第２エッジ副画素ライン６０２は、複数の副画素を
備える。
【０１５１】
　また、中央副画素ライン部６５０は、複数の副画素ラインを備えるが、具体的な例とし
て、順次に配置された第１中央副画素ライン６５１、第２中央副画素ライン６５２及び第
３中央副画素ライン６５３を備える。したがって、中央副画素ライン部６５０は、複数の
第１中央副画素ライン６５１、複数の第２中央副画素ライン６５２及び複数の第３中央副
画素ライン６５３を備える。
【０１５２】
　各副画素ラインは、同じ色の副画素を備える。具体的に、第１エッジ副画素ライン６０
１は、赤色副画素を備え、第１中央副画素ライン６５１は、緑色副画素を備え、第２中央
副画素ライン６５２は、青色副画素を備え、第３中央副画素ライン６５３は、赤色副画素
を備え、第２エッジ副画素ライン６０２は、青色副画素を備える。
【０１５３】
　図９に示したように、中央副画素ライン部６５０に配置された副画素ラインのうち同じ
色の副画素ラインは、いずれも同じ幅を有している。すなわち、緑色副画素を備える第１
中央副画素ライン６５１の幅はいずれも同一であり、青色副画素を備える第２中央副画素
ライン６５２の幅はいずれも同一であり、赤色副画素を備える第３中央副画素ライン６５
３の幅はいずれも同一である。
【０１５４】
　図９で見る時、すなわち、ユーザが見る時、第１エッジ副画素ライン６０１の幅ＢＡ１
は、第３中央副画素ライン６５３の幅ＣＡ１より狭く形成されており、第２エッジ副画素
ライン６０２の幅ＢＡ２は、第２中央副画素ライン６５２の幅ＣＡ２より狭く形成されて
いる。
【０１５５】
　具体的に、第１エッジ副画素ライン６０１の上部及び第２エッジ副画素ライン６０２の
上部に対応するように、ベゼル６７０の突出部６７１が配置される。
【０１５６】
　ベゼル６７０は、基板６０５及び密封部材６９５を補強する。具体的に、基板６０５及
び密封部材６９５がシーリング材６９０により接合された後、ベゼル６７０にはめ込まれ
る。ベゼル６７０は、密封部材６９５の方向に形成された突出部６７１を備える。突出部
６７１は、第１エッジ副画素ライン６０１及び第２エッジ副画素ライン６０２の所定の幅
に対応するように形成され、可視光線の進行を遮断する。
【０１５７】
　すなわち、突出部６７１は、密封部材６９５上に配置されるが、第１エッジ副画素ライ
ン６０１の上部の所定の領域、及び第２エッジ副画素ライン６０２の上部の所定の領域に
配置される。また、突出部６７１は、第１エッジ副画素ライン６０１及び第２エッジ副画
素ライン６０２の長手方向にラインパターンで形成され、第１エッジ副画素ライン６０１
の左側エッジ及び第２エッジ副画素ライン６０２の右側エッジを覆うように形成される。
【０１５８】
　図９を参照すれば、エッジ副画素ライン部６１０及び中央副画素ライン部６５０の区別
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なしに、同じ色の副画素を備える副画素ラインの幅は同一に形成される。
【０１５９】
　すなわち、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン６０１の幅ＥＡ１は、赤色副画
素を備える第３中央副画素ライン６５３の幅ＣＡ１と同じである。また、青色副画素を備
える第２エッジ副画素ライン６０２の幅ＥＡ２は、青色副画素を備える第２中央副画素ラ
イン６５２の幅ＣＡ２と同じである。
【０１６０】
　しかし、ユーザが見る時は、エッジ副画素ライン部６１０の幅は変わる。すなわち、第
１エッジ副画素ライン６０１の場合、突出部６７１で覆われていない領域の幅ＢＡ１は、
第３中央副画素ライン６５３の幅ＣＡ１より狭い。また、第２エッジ副画素ライン６０２
の場合、突出部６７１で覆われていない領域の幅ＢＡ２は、第２中央副画素ライン６５２
の幅ＣＡ２より狭い。
【０１６１】
　突出部６７１の幅を調節して、エッジ副画素ライン部６１０の副画素の幅を容易に調節
できる。
【０１６２】
　すなわち、ユーザは、赤色副画素を備える第１エッジ副画素ライン６０１の幅を、赤色
副画素を備える第３中央副画素ライン６５３の幅より狭く視認する。また、青色副画素を
備える第２エッジ副画素ライン６０２の幅を、青色副画素を備える第２中央副画素ライン
６５２の幅より狭く視認する。
【０１６３】
　本実施形態では、光を遮断できるベゼル６７０の突出部６７１を利用して、ユーザの側
面で見る時、左側エッジに配置される第１エッジ副画素ライン６０１の幅が、中央副画素
ライン部６５０のうち、第１エッジ副画素ライン６０１と同じ色の第３中央副画素ライン
６５３の幅より狭く形成されたものと視認される。また、右側エッジに配置される第２エ
ッジ副画素ライン６０２の幅が、中央副画素ライン部６５０のうち、第２エッジ副画素ラ
イン６０２と同じ色の第２中央副画素ライン６５２の幅より狭く形成されたものと視認さ
れる。
【０１６４】
　これを通じて、ユーザの側面で見る時、左右側エッジに発生する線のような不良を防止
して、画質特性が向上した有機発光表示装置６００を具現できる。
【０１６５】
　図面に示した実施形態を参考にして説明されたが、これは、例示的なものに過ぎず、当
業者ならば、これから多様な変形及び均等な他の実施形態が可能であるという点を理解で
きるであろう。したがって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範囲の技術的思
想により決まらねばならない。
【産業上の利用可能性】
【０１６６】
　本発明は、ディスプレイ装置関連の技術分野に適用可能である。
【符号の説明】
【０１６７】
　　１００，２００，３００，４００，５００，６００　有機発光表示装置
　　１０１，２０１，３０１，４０１，５０１，６０１　第１エッジ副画素ライン
　　１０２，２０２，３０２，４０２，５０２，６０２　第２エッジ副画素ライン
　　１０５，２０５，３０５，４０５，５０５，６０５　基板
　　１０６，２０６，３０６　画素電極
　　１１０，２１０，３１０，４１０，５１０，６１０　エッジ副画素ライン部
　　１１５，２１５，３１５　画素定義膜
　　１２０，２２０，３２０　中間層
　　１３０，２３０，３３０　対向電極
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　　１５０，２５０，３５０，４５０，５５０，６５０　中央副画素ライン部
　　２６０　ブラックマトリックス
　　３６０　補助電極層
　　５８０　偏光部材
　　５８１　第１偏光部材
　　５８２　第２偏光部材
　　４９５，５９５，６９５　密封部材
　　４９０，５９０，６９０　シーリング材
　　６７０　ベゼル
　　６７１　突出部

【図４】 【図５】
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摘要(译)

要解决的问题：提供有助于改善图像质量特性的有机发光显示装置。解
决方案：有机发光显示装置100可由用户在视觉上识别。该装置包括：边
缘子像素线部分，相对于用户布置在两个侧面边缘处，并且具有实现单
色可见光束的第一边缘子像素线102和实现单色可见光束的第二边缘子像
素线105;中心子像素线部分，设置在第一边缘子像素线和第二边缘子像
素线之间，并具有多个中心子像素线。用户在视觉上识别出每个中心子
像素线实现单色可见光束，并且第一边缘子像素线的宽度形成得比实现
具有与第一边缘子像素的颜色相同的颜色的可见光束的中心子像素线的
宽度窄。线。用户还在视觉上识别出第二边缘子像素线的宽度形成得比
实现具有与第二边缘子像素线的颜色相同的颜色的可见光束的中心子像
素线的宽度窄。 Ž
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